
日本教育工学会第 32回全国大会(大阪大学) 2016/9/17-19 

反転授業後の長期記憶保持に関する分析 
Analysis of long-term memory retention after flipped classroom 

片瀬 拓弥

Takuya KATASE 

清泉女学院短期大学

Seisen Jogakuin College 

＜あらまし＞本研究は，女子短大 1年生を対象としたビジネス教育において，YouTubeを活用した反
転授業と協同学習によるアクティブ・ラーニング型授業を実施した．その授業の学習効果指標として，

事前，事後，9週間後テストを行い，どのような認知プロセスの外化要素が，9週間後テストの長期記
憶保持に有効なのか分析を行った．その結果，長期記憶保持に有効な認知プロセスの外化要素として，

事後テスト点及び事後テスト直前の感想文字数が関連している可能性を示した．
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１．はじめに 

今日，アクティブ・ラーニングが脚光を浴びて

いる．溝上(2014)は，アクティブ・ラーニングを，
「一方向的な知識伝達型講義を聴くという学習

を乗り越える意味での、あらゆる能動的な学習の

こと．能動的な学習には，書く・話す・発表する

などの活動への関与と，そこで生じる認知プロセ

スの外化を伴うもの」と定義している．さらにア

クティブ・ラーニングの手法の一つとして「反転

授業」が注目を集めている(小川 2015)．反転授
業とは，授業と宿題の役割を「反転」させ，授業

時間外にデジタル教材等により知識習得を済ま

せ，教室では知識確認や問題解決学習を行う授業

形態のことを指すとしている(重田 2014)．一方，
溝上(2014)は，反転授業の効果検証はまだまだこ
れからであり，どのような効果指標で検討してい

けばいいのか課題であると述べている．

そこで本研究は，女子短大生を対象としたビジ

ネス教育において，YouTube を活用した反転授
業と協同学習によるアクティブ・ラーニング型授

業（以下，AL 型授業）を実施する．さらに AL
型授業の学習効果指標として，事前，事後，9週
間後テストを行い，どのような認知プロセスの外

化要素が，9週間後テストの長期記憶保持に関連
するのか分析することを目的とする．

２．AL 型授業の実施方法 

AL 型授業の受講生は，女子短大 1 年生 42 名
である．対象科目は，ビジネス実務という名称で，

前半・後半で授業目的・内容が異なるよう設計さ

れている．本研究の AL型授業は，前半 9回分を
指す．前半は，ビジネス専門用語の習得を目的と

し，会社経営疑似体験をしながら協同学習する．

協同学習の目標は，グループごとに設定した売上

目標の達成である．1グループ 6～8名で構成し，
8回目には全グループが売上目標を達成した．一
方，10 回目以降の後半は，ファイリングデザイ
ナー検定(以下，FD）の取得を目的とした演習授
業である．学習効果指標となる事前，事後，9週
間後の各テストは，15 分間にビジネス専門用語
を記述する 34 項目で構成した．事前テストは 1
回目，事後テストは 10回目，9週間後テストは，
長期休暇後の 16回目に行った．ここで 9週間後
テストの主たる試験範囲は FD 検定の内容と事
前予告しており，ビジネス専門用語を出題するこ

とは予告していない．

次に YouTube による反転授業の実施方法につ
いて説明する．AL型授業で視聴させる予習ビデ
オ教材は，講師自らが作成し，通常の対面授業と

同じようにスライド画面を 1 枚ずつ解説してい
く形式とした．作成後，YouTube にアップロー
ドし，字幕機能を使って日本語字幕を付加した．

また，講師の顔は表示しておらず．各ビデオ教材

の視聴時間は 15分以内である．
さて，講師が受講生の学習状況を確認する方法

として，manaba folioを活用した(辰野 2011)．
予習ビデオの視聴後，LMS 上の振り返りを行わ
せることにより，講師は，その時点の理解度確認

や質問への回答を行った．LMS上の振り返りは，
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図 1 感想文字数と 9週間後テストの散布図

3 回～7 回目の予習時に行い，9 回目の予習時に
は，前半授業全般を通した最終的な振り返りとし

て，「気づき文」と「感想文」を提出させた．

３．分析結果 

分析対象者は，受講生 42名の内，事前テスト
点及び高校時の資格取得・科目履修状況から，既

にビジネス専門用語を相当程度習得していると

考えられる 7名を除外して 35名とした．
また，分析データは，以下の変数とした．

①事前テスト（100点満点）
②事後テスト（100点満点）
③9週間後テスト（100点満点）
④気づき文字数（最終的な振り返り時）

⑤感想文字数（最終的な振り返り）

各変数の記述統計量を表１に示す．また，変数ご

と標本内で偏差値 T得点に変換後，ピアソンの積
率相関係数を求めた結果を表２に示す．表１の結

果から，事後テスト時に記憶した専門用語につい

て，9週間後テスト時の長期記憶保持率は，平均
60.7%(38.4／63.3)であった．また，表２の結果
から，9週間後テストに関連する変数名は，事後
テスト点(R2=0.64,p<.001)，感想文字数(R2=0.12, 
p<.05)が統計的に有意となった．特に感想文字数
と 9 週間後テストの散布図を図 3 に示す．図 3
のプロットから，左上 3名を仮に外れ値と想定し，
再計算すると r=0.68 (R2=0.47, p<.001)となった．
ただし，真の外れ値かどうかは，今後，感想文内

容の質的検討が必要である．

本研究は，反転授業を含むAL型授業を実施し，
9 週間後テストの長期記憶保持に有効な認知プ
ロセスの外化要素を探った．その結果，事後テス

ト点及び事後テスト直前の感想文字数が，長期記

憶保持に関連している可能性を示した．
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変数名 事前テスト 事後テスト 9週間後テスト 気づき文字数 感想文字数
事前テスト － 0.02 0.26 0.14 -0.07
事後テスト 88.9% － 0.80 0.25 0.34
9週間後テスト 12.5% 0.0% － 0.25 0.34
気づき文字数 41.0% 14.0% 14.3% － 0.45
感想文字数 69.7% 4.7% 4.6% 0.7% －
右上三角：相関係数，左下三角：有意確率

表２　変数（偏差値T得点)間のピアソンの積率相関係数（n =35)

変数名
平均(σ) 8.8 (3.3) 63.3 (21.0) 38.4 (13.6) 85.7 (54.1) 169.1 (87.7)
最小値
最大値
中央値

表１　各変数の記述統計量(n =35)
事前テスト

3
15
9

18
97
68

事後テスト 9週間後テスト 感想文字数

24
414
149

6
65
38

気づき文字数

15
220
72


